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浸
炭
炉
へ
の

装
入
・
装
出
作
業

前
処
理
作
業

め
っ
き
作
業

仕
上
げ
作
業

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
運
搬
中
、エ
ン
ジ
ン
を
切
ら

な
い
で
降
り
て
作
業
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、無

人
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が
動
い
て
、そ
ば
の
作

業
者
が
後
輪
に
鋏
ま
れ
て
足
を
骨
折
す
る
。

運
転
席
か
ら
離
れ
る
時
は
、
エ
ン
ジ
ン
を

停
止
す
る
。

運
転
席
か
ら
離
れ
る
時
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し

て
、
鍵
を
抜
い
て
所
定
の
場
所
に
掛
け
る
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
専
用
軌
道
を
確
保
す
る
。

年
２
回
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転

実
技
教
育
を
実
施
し
て
、
安
全
走

行
の
基
本
を
徹
底
す
る
。

×
△

Ⅲ
△

△
Ⅱ

ク
レ
ー
ン
で
鋼
材
を
吊
り
上
げ
た
時
、
錆

び
た
不
良
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
を
使
用
し
た
の

で
、切
断
し
て
吊
り
荷
が
落
下
し
負
傷
す
る
。

ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
は
廃
棄
基
準
に
基
づ
き
、

月
例
点
検
を
す
る
。

点
検
基
準
に
基
づ
い
て
、点
検
表
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

点
検
し
た
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
は
、
識
別
リ
ン
グ
を
取
り

付
け
て
、混
在
し
な
い
よ
う
に
区
分
し
て
使
用
す
る
。

点
検
す
る
吊
り
具
の
未
回
収
が
課

題
で
あ
り
、
未
回
収
の
吊
り
具
の

点
検
方
法
を
検
討
す
る
。

×
△

Ⅲ
×

○
Ⅱ

ク
レ
ー
ン
で
鋼
材
を
吊
っ
て
走
行
し
た
時
、

フ
ッ
ク
の
外
れ
止
レ
バ
ー
が
曲
が
っ
て
い

た
の
で
、
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
が
フ
ッ
ク
か
ら

外
れ
て
吊
り
荷
が
落
下
し
負
傷
す
る
。

玉
掛
作
業
は
、
地
切
り
の
指
差
し
確
認
を

指
導
徹
底
す
る
。

玉
掛
合
図
は
明
確
に
行
い
、
合
図
者
の
待
避
距
離

を
十
分
に
取
る
。

地
切
り
合
図
は
確
実
に
行
う
。

吊
荷
の
セ
ン
タ
ー
は
確
実
に
合
わ
せ
る
。

不
良
フ
ッ
ク
外
れ
止
レ
バ
ー
は
交
換
す
る
。

●
玉
掛
合
図
の
実
技
教
育
を
全
ラ

イ
ン
で
定
期
的
に
実
施
す
る
。

●
現
場
の
静
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
、
吊
り
荷
の
下
に
入
ら

な
い
！

×
△

Ⅲ
×

○
Ⅱ

酸
洗
槽
の
通
路
を
歩
行
時
、安
全
柵
が
低
か
っ

た
た
め
、通
路
端
の
配
管
に
つ
ま
づ
い
た
時
に
、

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
槽
内
に
転
落
し
負
傷
す
る
。

安
全
柵
高
さ
は
、
基
準
で
設
置
す
る
。（
ク

レ
ー
ン
の
揚
定
関
係
で
安
全
柵
の
一
部
が

基
準
以
下
で
あ
っ
た
）

安
全
柵
を
高
く
す
る
。

通
路
の
配
管
を
撤
去
し
て
、
通
路
下
に
取
り
付

け
る
。

×
△

Ⅲ
△

○
Ⅰ

酸
洗
作
業
で
材
料
を
漬
け
替
え
し
て
い
る

時
、
保
護
面
を
着
用
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

塩
酸
が
飛
散
し
て
目
に
入
り
炎
症
す
る
。

酸
洗
作
業
時
は
、
保
護
面
を
着
用
す
る
。

酸
洗
作
業
で
は
、保
護
面
の
完
全
着
用
を
義
務
づ

け
る
。

作
業
前
に
保
護
面
着
用
の
チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底
す
る
。

△
△

Ⅱ
△

△
Ⅱ

薬
品
を
混
合
す
る
作
業
を
し
て
い
る
時
、

局
所
排
気
装
置
を
作
動
さ
せ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
有
毒
ガ
ス
を
吸
引
し
て
中
毒
症

に
な
る
。

作
業
前
に
局
所
排
気
装
置
を
作
動
す
る
。

点
検
表
を
作
成
し
て
、
作
業
前
に
局
所
排
気
装

置
の
作
動
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

有
毒
ガ
ス
を
吸
入
し
な
い
様
に
防
毒
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
。

×
○

Ⅱ
×

○
Ⅱ

め
っ
き
防
錆
槽
で
液
切
り
を
す
る
為
、バ
イ

ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
動
さ
せ
た
為
、
吊
り

荷
の
番
線
が
切
れ
て
落
下
し
負
傷
す
る
。

番
線
使
用
の
吊
り
荷
は
、
バ
イ
ブ
レ
ー
シ

ョ
ン
作
動
を
禁
止
す
る
。

番
線
使
用
の
吊
り
荷
の
使
用
を
禁
止
す
る
。

吊
り
環
又
は
シ
ャ
ッ
ク
ル
を
取
り
付
け
て
、吊
り
荷

の
搬
送
方
法
を
改
善
す
る
。

重
量
目
測
に
よ
る
吊
り
具
の
選
定

方
法
を
改
善
し
て
、
ク
レ
ー
ン
ス

ケ
ー
ル（
秤
）の
導
入
を
検
討
す
る
。

×
△

Ⅲ
△

△
Ⅱ

め
っ
き
作
業
場
の
床
面
が
水
で
濡
れ
て
い

た
為
、
足
を
滑
ら
せ
て
転
倒
し
て
、
足
首

を
捻
挫
す
る
。

作
業
場
は
整
理
・
整
頓
し
て
、
床
面
は
清

掃
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

作
業
場
が
水
で
濡
れ
な
い
様
、作
業
改
善
を
す
る
。

床
面
は
滑
り
止
め
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施
す
。

○
×

Ⅱ
○

△
Ⅰ

め
っ
き
作
業
を
し
て
い
る
時
、
前
掛
け
の

紐
が
ほ
ど
け
て
、
機
械
の
駆
動
チ
ェ
ー
ン

に
巻
き
込
ま
れ
て
負
傷
す
る
。

前
掛
け
の
紐
は
解
け
な
い
よ
う
に
結
ん
で

作
業
を
す
る
。

掛
け
の
結
び
紐
を
ぶ
ら
下
げ
な
い
よ
う
に
横
で
縛

る
よ
う
に
指
導
す
る
。

駆
動
チ
ェ
ー
ン
等
の
回
転
物
に
は
、
カ
バ
ー
を
取

り
付
け
る
。

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

重
量
物
の
製
品
に
チ
ェ
ー
ン
ス
リ
ン
グ
を

つ
け
て
反
転
さ
せ
た
為
、
片
側
が
張
っ
て

寄
り
、
製
品
と
製
品
の
間
に
腕
を
挟
ま
れ

て
、
手
首
を
骨
折
す
る
。

形
状
の
異
な
る
重
量
物
は
、
無
理
に
反
転

し
な
い
。

チ
ェ
ー
ン
ス
リ
ン
グ
を
は
ず
し
て
反
転
作
業
を
す

る
。
重
量
物
は
ク
レ
ー
ン
で
吊
っ
て
、
安
全
に
反
転
作

業
を
す
る
。

異
形
の
重
量
物
を
乗
せ
て
90
度
反

転
さ
せ
ら
れ
る
架
台
を
検
討
し
て

改
善
す
る
。

×
△

Ⅲ
×

○
Ⅰ

め
っ
き
し
た
鋼
管
を
ス
キ
ッ
ト
上
で
手
入

れ
作
業
時
、
合
図
を
し
な
い
で
転
が
し
た

の
で
、
手
の
指
を
挟
み
骨
折
す
る
。

作
業
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
注
意
・
指
導

す
る
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
合
図
者
を
一
人
に
決
め
、
合
図

者
は
腕
章
を
つ
け
る
。

指
差
し
呼
称
に
よ
る
合
図
確
認
を
徹
底
す
る
。

ス
キ
ッ
ト
に
ス
ト
ッ
パ
ー
の
取
り

付
け
を
検
討
し
て
改
善
す
る
。

×
△

Ⅲ
×

△
Ⅲ

遠
心
分
離
機
の
乾
燥
時
、
上
蓋
を
閉
め
な

い
で
作
業
を
し
た
為
、
不
用
意
に
バ
ケ
ッ

ト
に
触
れ
て
手
を
挟
ま
れ
裂
傷
す
る
。

遠
心
分
離
機
を
作
動
さ
せ
る
時
は
、
上
蓋

を
閉
め
る
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
、
上
蓋
の
確
認
を

徹
底
す
る
。

上
蓋
を
閉
め
な
い
と
乾
燥
機
が
回
転
し
な
い
様
、

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
回
路
に
改
善
す
る
。

ス
キ
ッ
ト
に
ス
ト
ッ
パ
ー
の
取
り

付
け
を
検
討
し
て
改
善
す
る
。

×
○

Ⅱ
○

○
Ⅰ

❶
 作
業
名

（
機
械
・
設
備
）

❷
 危
険
性
又
は
有
害
性
と
発
生
の

お
そ
れ
の
あ
る
災
害
※

❸
 既
存
の
災
害
防
止
対
策

❺
 リ
ス
ク
低
減
措
置
案

❽
 備
考

❹
 リ
ス
ク
の
見
積
り

❼
 対
応
措
置

❻
 措
置
実
施
後
の

　
 リ
ス
ク
の
見
積
り

重
篤
度
発
　
生

可
能
性

措
　
置

実
施
日

次
年
度
検
討
事
項

優
先
度

（
リ
ス
ク
）

重
篤
度
発
　
生

可
能
性
優
先
度

（
リ
ス
ク
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
一
覧
表
（
実
施
記
載
例
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
職
場

❶
～
❸
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❹
～
❻
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❼
～
❽
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

社
長（
工
場
長
）
製
造
部
長

製
造
第
○
課
長

×
＝
致
命
的
・
重
大
　
　
△
＝
中
程
度
　
　
○
＝
軽
度

Ⅲ
＝
直
ち
に
解
決
す
べ
き
又
は
重
大
な
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅱ
＝
速
や
か
に
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅰ
＝
必
要
に
応
じ
て
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
実
施
す
べ
き
リ
ス
ク
が
あ
る
。　

災
害
の
重
篤
度

発
生
可
能
性

優
　
先
　
度

※
災
害
に
至
る
経
緯
と
し
て「
～
な
の
で
、～
し
て
」＋
「
～
に
な
る
」と
記
述

×
＝
頻
繁
・
可
能
性
が
高
い
か
比
較
的
高
い
　
　
△
＝
時
・々
可
能
性
が
あ
る
　
　
○
＝
ほ
と
ん
ど
な
い
・
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
　
　
　
　
　
　

製
品
出
荷
作
業

設
備
点
検
・

整
備
作
業

設
備
点
検
・

整
備
作
業

そ
の
他
作
業

ト
ラ
ッ
ク
の
積
み
荷
作
業
中
、
固
縛
し
な

い
で
車
両
を
移
動
さ
せ
た
の
で
、
積
み
荷

が
ず
れ
て
滑
り
落
ち
、
傍
ら
の
通
行
者
が

負
傷
す
る
。

玉
掛
資
格
者
に
作
業
を
さ
せ
る
。

固
縛
は
運
転
手
の
責
任
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ

せ
る
ビ
ラ
を
作
成
し
、入
庫
す
る
全
て
の
ト
ラ
ッ

ク
運
転
手
に
配
布
し
て
周
知
徹
底
す
る
。

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

ト
ラ
ッ
ク
の
積
み
荷
作
業
時
、
玉
掛
作
業

を
す
る
為
に
ス
リ
ン
グ
を
引
き
寄
せ
た
と

こ
ろ
、
足
を
滑
ら
せ
て
転
落
し
て
負
傷
す

る
。

脚
立
を
使
用
し
て
作
業
を
す
る
。

玉
掛
資
格
者
に
作
業
を
さ
せ
る
。

ト
ラ
ッ
ク
積
み
荷
上
の
玉
掛
作
業
で
は
、
足
元
を

確
認
し
て
、
安
定
し
た
足
場
で
作
業
を
す
る
。

固
定
式
の
作
業
台
を
設
置
し
て
、
ハ
ッ
カ
ー
（
手

カ
ギ
）
を
使
用
し
て
作
業
す
る
。

●
ハ
ッ
カ
ー
は
、ト
ラ
ッ
ク
に
常
備

し
て
使
用
を
徹
底
す
る
。

●
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
玉
掛
資
格

の
有
無
を
確
認
し
て
、
資
格
の

な
い
も
の
は
、
玉
掛
補
助
と
す

る
基
準
を
明
確
に
す
る
。（
基
準

ル
ー
ル
を
作
成
）

×
△

Ⅲ
×

○
Ⅱ

機
械
装
置
を
停
止
し
て
点
検
時
、
操
作
盤

に
「
点
検
中
」
の
表
示
を
し
て
い
な
か
っ

た
為
、
ほ
か
の
作
業
者
が
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
た
の
で
、
機
械
に
巻
き
込
ま
れ
て
手
を

切
傷
す
る
。

点
検
作
業
を
す
る
時
は
、
操
作
盤
に
「
点

検
中
」
の
表
示
を
す
る
。

「
点
検
中
｣「
修
理
中
」
は
、
表
示
札
に
日
時
・
点

検
者
の
名
前
を
記
入
し
て
、
電
源
操
作
盤
に
取
り

付
け
て
作
業
を
す
る
。

表
示
札
は
、
取
り
付
け
者
が
取
り
外
す
よ
う
に
全

社
的
に
ル
ー
ル
化
す
る
。

機
械
装
置
の
ラ
イ
ン
停
止
範
囲
を

明
確
に
し
て
、
全
員
に
周
知
徹
底

す
る
。

×
△

Ⅲ
×

△
Ⅲ

め
っ
き
浴
槽
の
電
気
ヒ
ー
タ
ー
が
漏
電
し

た
の
で
修
理
す
る
為
、
ブ
レ
ー
カ
ー
に
触

っ
た
と
こ
ろ
、
軍
手
が
濡
れ
て
い
た
の
で

感
電
す
る
。

電
気
の
点
検
修
理
は
、
濡
れ
た
軍
手
や
手

で
触
ら
な
い
。

電
気
修
理
は
、
濡
れ
た
軍
手
や
手
で
触
ら
な
い

様
に
注
意
・
指
導
の
再
徹
底
を
す
る
。

漏
電
遮
断
の
ブ
レ
ー
カ
ー
に
取
り
替
え
る
。

×
○

Ⅱ
×

○
Ⅱ

グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
加
工
中
、
加
工
物
を
手
で

掴
ん
で
脇
見
を
し
た
為
、
回
転
し
て
い
る

砥
石
部
に
接
触
し
て
右
手
指
を
裂
傷
す
る
。

加
工
物
は
治
具
を
使
用
す
る
。

加
工
物
の
押
え
治
具
を
使
用
す
る
。

接
触
防
止
の
保
護
カ
バ
ー
を
取
り
付
け
る
。

△
△

Ⅱ
○

△
Ⅰ

深
い
め
っ
き
タ
ン
ク
内
の
清
掃
作
業
で
、

防
毒
マ
ス
ク
を
着
用
し
な
い
で
入
っ
て
作

業
を
し
て
い
た
の
で
、
酸
欠
で
息
が
苦
し

く
な
り
窒
息
す
る
。

タ
ン
ク
内
に
入
る
前
は
、
濃
度
測
定
を

す
る
。

タ
ン
ク
内
に
入
る
前
は
、
酸
素
計
で
濃
度
を
測
定

す
る
。

エ
ア
ラ
イ
ン
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

×
○

Ⅱ
×

○
Ⅱ

配
管
経
路
を
点
検
す
る
為
、
脱
脂
槽
の
下

に
入
っ
て
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ピ
ッ
ト

の
液
溜
め
に
右
足
を
踏
み
入
れ
、
ア
ル
カ

リ
液
で
薬
症
す
る
。

入
社
時
に
有
害
性
及
び
処
置
方
法
を
説
明

す
る
。

脱
脂
槽
下
の
液
溜
め
ビ
ッ
ト
に
蓋
を
す
る
。

薬
品
の
取
り
扱
い
と
処
置
方
法
を
表
示
す
る
。

●
年
1
回
、
職
場
で
使
用
す
る
原

材
料
の
有
害
性
・
爆
発
物
な
ど

の
正
し
い
取
り
扱
い
・
処
置
方

法
・
保
管
方
法
を
全
員
に
教
育

を
実
施
す
る
。

●
教
育
は
全
社
的
に
水
平
展
開
す
る
。

△
×

Ⅲ
△

△
Ⅱ

工
具
箱
の
上
に
部
品
や
工
具
を
乱
雑
に
置

い
て
い
た
為
、
扉
を
開
け
た
時
に
落
下
し

て
足
に
当
り
打
撲
す
る
。

整
理
・
整
頓
は
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
指
導

徹
底
す
る
。

工
具
箱
や
備
品
箱
の
上
に
物
を
乱
雑
に
置
か
な
い

様
に
注
意
・
指
導
す
る
。

パ
ト
ロ
ー
ル
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
整
理
・
整
頓
・

清
掃
を
実
施
す
る
。

○
×

Ⅱ
○

△
Ⅰ

重
た
い
材
料
を
運
搬
す
る
時
、
腰
を
落
さ

な
い
で
立
ち
腰
で
持
ち
上
げ
た
の
で
、

ギ
ッ
ク
リ
腰
に
な
る
。

床
面
に
は
直
接
物
を
置
か
な
い
。

無
理
な
姿
勢
で
物
を
持
ち
上
げ
な
い
。

持
ち
運
び
す
る
物
は
、
床
面
に
は
直
接
置
か
な
い
。

△
△

Ⅱ
○

△
Ⅰ

❶
 作
業
名

（
機
械
・
設
備
）

❷
 危
険
性
又
は
有
害
性
と
発
生
の

お
そ
れ
の
あ
る
災
害
※

❸
 既
存
の
災
害
防
止
対
策

❺
 リ
ス
ク
低
減
措
置
案

❽
 備
考

❹
 リ
ス
ク
の
見
積
り

❼
 対
応
措
置

❻
 措
置
実
施
後
の

　
 リ
ス
ク
の
見
積
り

重
篤
度
発
　
生

可
能
性

措
　
置

実
施
日

次
年
度
検
討
事
項

優
先
度

（
リ
ス
ク
）

重
篤
度
発
　
生

可
能
性
優
先
度

（
リ
ス
ク
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
一
覧
表
（
実
施
記
載
例
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
職
場

❶
～
❸
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❹
～
❻
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❼
～
❽
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

社
長（
工
場
長
）
製
造
部
長

製
造
第
○
課
長

×
＝
致
命
的
・
重
大
　
　
△
＝
中
程
度
　
　
○
＝
軽
度

Ⅲ
＝
直
ち
に
解
決
す
べ
き
又
は
重
大
な
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅱ
＝
速
や
か
に
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅰ
＝
必
要
に
応
じ
て
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
実
施
す
べ
き
リ
ス
ク
が
あ
る
。　

災
害
の
重
篤
度

発
生
可
能
性

優
　
先
　
度

※
災
害
に
至
る
経
緯
と
し
て「
～
な
の
で
、～
し
て
」＋
「
～
に
な
る
」と
記
述

×
＝
頻
繁
・
可
能
性
が
高
い
か
比
較
的
高
い
　
　
△
＝
時
・々
可
能
性
が
あ
る
　
　
○
＝
ほ
と
ん
ど
な
い
・
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
　
　
　
　
　
　


